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加東の夜空、華やかに染めて　～市内各地で夏まつり～

犬はビョウビョウ、木はズカズカ？

　８月１０日、
道の駅とう
じょうで、
来駅５００万
人突破記念
式が行われ
ました。こ
の５００万の
数字は、レ

ジの使用回数を数えたもので、実際の利用者数は
１，５００万人を下らないとのことです。記念すべき５００
万人目となったのは大阪市から加東市へ観光に来ら
れた山角孔哲さん一家。おもちゃ王国のペア入場券
５セットや道の駅内の食事処・獅子銀の食事券、市
の特産品など記念品を受け取った山角さんは「思わ
ぬラッキーで、子どもたちにもいい思い出ができま
した」と嬉しそうでした。

道の駅・来場者500万人突破！

　８月１７日、やしろ国際学習塾で、加東市子育て応
援フォーラムが開催されました。人口減の時代を控え、
今、どのように子育てをしなければいけないのかを
考えるこのフォーラム。メインのパネルディスカッ
ションでは、様々な団体から迎えたパネリストにより、
『地域全体での子育て』『子どもが愛してくれる地域
づくり』の実現に向けて、活発な討論が行われました。

子どもこそ地域の宝

　７月１９日、平池公園夏のフェスティバルが開催
され、近隣の保育園・幼稚園・小学校の子どもた
ちや各団体のみなさんによるステージ、また、総
踊りと花火大会が開催されました。雨上がりの涼
しい風が吹く会場に詰めかけた多くの来場者を、
賑わう踊りの輪と鮮やかな花火が魅了していました。
　８月６日には、東条湖特設会場で加東市花火大会
が開催されました。東条湖おもちゃ王国のキャラ
クターたちによるステージで、打ち上げ前のムー
ドは最高潮に。２０時過ぎから打ち上げが始まると、
夜店を回っていた人々も足を止め、夜空と湖面を
染める１，５００発の花火に見入っていました。

　８月１日に明石市で行われた兵庫県警察少年柔道・
剣道大会で、社柔道少年団が２年ぶり５度目の優勝
を果たし、８日に社警察署へ報告に訪れました。優
勝メンバーは石田和臣さん、田中航太さん、常　司
竜さん、都留暢人さん、高橋寛多さん、宮城慧也さん、
松岡大輝さんの７人。小・中学生混成のチームで主
に大将を務めた最年長の松岡さんは「前回優勝時に
は強い先輩がいて安心して戦えましたが、今回は自
分が安心させる番。自分が勝たなければとがんばり
ました」と役目を果たし、ほっとした表情でした。
社署の河本署長は「技と心を磨き、将来はぜひ警察
官になって社署に」と子どもたちを笑顔で激励して
いました。

　上滝野出身の大久保
健太さん（滝野中学校
出身・尼崎市立尼崎高
校在学）が、８月１８日か
ら２０日に行われた第８２
回日本高等学校選手権
水泳競技大会に出場さ
れました。毎日８ｋｍ泳
いで練習を重ねている
大久保さんは、お会い

した時には「大会ごとにタイムはよくなっています。
調子もいいので、楽しみな気持ちでいっぱいです」
と闘志満々でした。競技者として水泳人生を精いっ
ぱい歩むこと、その後は障がい者水泳の指導者にな
ることが夢とのことです。夢を実現できるよう、心
から応援しています。

練習を重ね、インターハイへ！ 社柔道少年団、大活躍！

　８月２日、やしろ
こどものいえで
「プラネタリウムｉｎ
かとう」が開催さ
れました。映し出
される満天の星と、
面白くてわかりや
すい解説が大人気
のこの企画。行わ

れた５回の上映が、毎回ほぼ満員になる大入りの中、
来場者はそれぞれに星の世界を満喫していました。

こどものいえに220万の星

小学５年生女子の部
　優　勝　藤原あかり
中学生男子の部
　優　勝　善甫隆博
　第３位　桂　俊道
中学生女子の部
　優　勝　井上七海

ジュニア団体戦
幼年　第３位
　百田誠十郎
　梅 田 泰 良
　百 田 万 穂
１年２年３年男子　第３位
　藤 元 輝 空
　百田宗一郎
　沼 田 清 虎

女子の部
　優　勝　下滝野
　準優勝　高　岡
　第３位　河高Ｃ

男子の部
　優　勝　福田連合
　準優勝　河 高 Ａ
　第３位　多 井 田

全国都市監査委員会表彰　西村勝彦さん（上滝野）

おめでとうございます

兵庫県知事表彰　　天神里づくり協議会
県民局長表彰　　黒 谷 老 人 会

　８月７日、滝野文化会館で、ワークショップ付き
狂言鑑賞会『狂言であそぼ』が開催されました。狂
言の解説と袴狂言「盆山」の上演の後、ワークショ
ップがスタート。２１人の子どもたちが舞台に上がり、
狂言師・高野和憲さんの指導のもと、狂言での笑い
声・泣き声のほか、犬の鳴き声「ビョウビョウ」、
木を切る音「ズカズカ」などを、動作を交えて表現し、
学びました。
　ワークショップと狂言「梟山伏」上演後には、狂言師・野村萬斎さんも登場し「今日を機会に、これから
も狂言を見てほしい」と来場者と子どもたちにメッセージを送っていました。
　ワークショップに参加した滝野南小５年の日浦朱音さんは「大きな声を出すのは少し恥ずかしかったけど、
すごく楽しかったです」と、顔を輝かせていました。

湖面を染める大輪 大賀ハスの花托の上に開く花火

第７回青野原駐屯地司令杯少年剣道大会

全日本格闘技空手拳法選手権大会

第８回加東市子ども会親善ドッジボール大会

　加東市の監査委員として、長年職務に精励された
ことに対し、表彰を受けられました。

　県道での沿道緑化および清掃活動に対し、表彰を
受けられました。

天神里づくり協議会

套陰
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